
事前質問一覧（第６回総合計画審議会）
通
番

資料
番号

該当箇所
見出し等

委員からの質問・意見等 回答（修正有無の理由）
担当
部会

担当課

1 6-1

第1章「災害対策・防犯・市民生
活」
大柱1「防災・消防」
中柱1「防災対策の推進」
小柱1「総合的な防災体制の強
化」

＜質問＞現在、各防災機関との協力体制はどのよう
な状況になっているのか。

　防災機関との協力体制につきましては、風水害
時には、熊谷気象台から朝霞市の今後の雨量や
警報等の発令の見通しなどについて確認している
ほか、消防署や朝霞警察署に対しては、巡回パト
ロールや事故等が起こった場合は、適宜、情報を
共有することとしております。
　また、排水ポンプ作動や土のう運搬など、災害復
旧を急ぐ場合は、災害協定を締結している市内の
１４事業者に適宜お願いをしております。
　このほか、必要に応じて、埼玉県をはじめ、近隣
の新座市、和光市、志木市と情報交換を行ってお
ります。

総務
部会

危機管理
室

2 6-1

第1章「災害対策・防犯・市民生
活」
大柱1「防災・消防」
中柱2「地域防災力の強化」
指標

　メール配信サービスの登録は、何か所かの窓口に
短冊型に切ったコピー用でいいから、登録お誘いのこ
とについて明記しておいたらどうですか。年配者もそ
の気になるよう大きな文字で書いてよいと思います。

　現在、メール配信サービスへの登録用の短冊を
危機管理室カウンターに置いておりますが、指標
に係る具体的な取組として、いただいた御意見を
参考に、市内の公共施設にも設置できるよう、関
連部署と調整してまいります。

総務
部会

危機管理
室

3 6-1

第1章「災害対策・防犯・市民生
活」
大柱1「防災・消防」
中柱2「地域防災力の強化」
小柱1「防災意識の高揚」

＜意見＞文書を次のように修正してはいかがか。
　地震、台風をはじめ、近年頻発している集中豪雨、
竜巻などの自然災害に対する市民の防災意識を高め
るとともに、身近にできる防災対策の普及などを通じ
て、自助及び共助の必要性を啓発してまいります。

　具体的な内容となるため、いただいた御意見のと
おり修正させていただきます。

総務
部会

危機管理
室

資料６－３
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通
番

資料
番号

該当箇所
見出し等

委員からの質問・意見等 回答（修正有無の理由）
担当
部会

担当課

4 6-1

第1章「災害対策・防犯・市民生
活」
大柱1「防災・消防」
中柱2「地域防災力の強化」
小柱2「自主防災活動の支援」

＜意見＞文書（後段）を次のように修正してはいかが
か。
　また、災害時に、自主防災組織が避難行動要支援
者への対応を適切かつ効果的に行えるよう、地域防
災アドバイザーの協力の下、自主防災組織の活動の
支援に努めます。

　具体的な内容となるため、いただいた御意見のと
おり修正させていただきます。

総務
部会

危機管理
室

5 6-1

第1章「災害対策・防犯・市民生
活」
大柱1「防災・消防」
中柱2「地域防災力の強化」
小柱3「地域防災の連携」

＜意見＞文書の一部を次のように修正してはいかが
か。
　～商工会などと日頃からの連携を強化し、「顔の見
える」関係づくりに努めます。

　具体的な内容となるため、いただいた御意見のと
おり修正させていただきます。

総務
部会

危機管理
室

6 6-1

第1章「災害対策・防犯・市民生
活」
大柱1「防災・消防」
中柱3「消防体制の充実」
上記に関連する具体的な内容

＜意見＞文書の一部を次のように修正してはいかが
か。
　～消防署と日頃からの連携を強化し、「顔の見える」
関係づくりに努めることにより、～

＜誤字・脱字＞
まちづくりに貢献する。

　具体的な内容となるため、いただいた御意見のと
おり修正させていただきます。
　なお、誤字については、御意見のとおり修正させ
ていただきます。

総務
部会

危機管理
室

7 6-1

第1章「災害対策・防犯・市民生
活」
大柱1「防災・消防」
中柱3「消防体制の充実」
小柱1「埼玉県南西部消防本部と
の連携」

＜意見＞文書の一部を次のように修正してはいかが
か。
　消防本部と連携を図り、～

　具体的な内容となるため、いただいた御意見のと
おり修正させていただきます。

総務
部会

危機管理
室

8 6-1

第1章「災害対策・防犯・市民生
活」
大柱1「防災・消防」
中柱3「消防体制の充実」
小柱2「消防団の充実」

＜質問＞消防団詰所整備の計画はあるのか。

　消防団詰所の整備計画につきましては、具体的
なものはないため、今後、消防団と協議しながら、
施設の修繕も含め検討してまいりたいと考えてお
ります。

総務
部会

危機管理
室
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番

資料
番号

該当箇所
見出し等

委員からの質問・意見等 回答（修正有無の理由）
担当
部会

担当課

9 6-1

第1章「災害対策・防犯・市民生
活」
大柱2「生活」
中柱1「防犯のまちづくりの推進」
上記に関連する具体的な内容

＜意見＞文書の一部を次のように修正してはいかが
か。
　～警察署と日頃からの連携を強化し、「顔の見える」
関係づくりに努めるとともに、～

　具体的な内容となるため、いただいた御意見のと
おり修正させていただきます。

総務
部会

危機管理
室

10 6-1

第1章「災害対策・防犯・市民生
活]
大柱2「生活」
中柱1「防犯のまちづくりの推進」
小柱1「防犯活動の充実」

＜意見＞文書の一部を次のように修正してはいかが
か。
　～警察署その他の関係機関との連携～

＜誤字・脱字＞
スクールガードなどによる

　具体的な内容となるため、いただいた御意見のと
おり修正させていただきます。
　なお、誤字については、御意見のとおり修正させ
ていただきます。

総務
部会

危機管理
室

11 6-1

第1章「災害対策・防犯・市民生
活」
大柱2「生活」
中柱1「防犯のまちづくりの推進」
小柱2「防犯環境の整備」

＜誤字・脱字＞
危険個所を把握し

＜意見＞文書の後段を次のように修正してはいかが
か。
　また、高齢化や核家族化が進む中、防犯的視点か
らも空き家問題に取り組み、市民の良好な生活環境
の確保に努めます。

　誤字については、御意見のとおり修正させていた
だきます。
　なお、具体的な内容となるため、いただいた御意
見のとおり修正させていただきます。

総務
部会

危機管理
室

12 6-1

第1章「災害対策・防犯・市民生
活」
大柱2「生活」
中柱2「消費者の自立支援の充
実」
小柱1「消費生活への支援」

＜意見＞文書を次のように修正してはいかがか。
　消費者トラブルの未然防止の観点から、若年層から
高齢者層までの幅広い市民に対し、消費者教室など
の学習機会及び関係機関との連携による良質で広範
な消費生活情報の提供等に努め、消費者教育や啓発
活動を推進します。

　具体的で分かりやすい表現でありましたので、御
指摘どおり修正します。

市民
環境
部会

地域づくり
支援課

13 6-1

第1章「災害対策・防犯・市民生
活」
大柱2「生活」
中柱2「消費者の自立支援の充
実」
小柱2「消費生活相談の充実」

＜意見＞文書を次のように修正してはいかがか。
　複雑化、多様化しながら増加し続ける消費者トラブ
ルから消費者を守るため、消費生活相談員のスキル
アップを図るとともに、関係機関との連携体制を強化
し、消費生活相談の充実に努めます。

　より具体的で分かりやすい表現でありましたの
で、御指摘どおり修正します。

市民
環境
部会

地域づくり
支援課
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通
番

資料
番号

該当箇所
見出し等

委員からの質問・意見等 回答（修正有無の理由）
担当
部会

担当課

14 6-1

第1章「災害対策・防犯・市民生
活」
大柱2「生活」
中柱3「安心できる葬祭の場の提
供」
小柱2「墓地の設置状況の把握」

＜意見＞文書を次のように修正してはいかがか。
　墓地や埋葬に関する考え方が多様化しているため、
市内の墓地の設置状況及び需給状況の把握に努め
ます。

　近年、葬儀に関する考え方も多様化していること
から御意見を踏まえ、「墓地、葬儀及び埋葬に関
する考え方も多様化している状況にあるため、市
内の墓地の設置、需給状況について、今後も把握
に努めます。」に修正いたします。

市民
環境
部会

地域づくり
支援課

15 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱1「地域福祉」
中柱1「地域共生社会の構築」
小柱1「地域共生社会に向けた
新たな支援体制の構築」

＜意見＞文書の一部を次のように修正してはいかが
か。
　～社会福祉協議会、民生委員児童委員をはじめ地
域の住民と連携し、地域福祉を推進するとともに、地
域福祉計画をはじめ、障害者、高齢者、児童などの
様々な計画～

　御意見を踏まえ具体的な内容となることから、次
のとおり修正します。
　～社会福祉協議会、民生委員児童委員をはじめ
地域の住民と連携し、地域福祉を推進するととも
に、地域福祉計画をはじめ、高齢者、障害のある
人、児童などの様々な計画～

健康・
福祉
部会

福祉相談
課

16 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱1「地域福祉」
中柱1「地域共生社会の構築」
小柱2「地域福祉活動への支援」

＜質問①＞「見守り」という言葉がどこにつながるの
かが不明である（民生委員児童委員なのか、地域福
祉活動団体等なのか、その他の意味を持つものなの
か）。

＜質問②＞「活動への参加促進」及び「活性化」は、
何を奏したいのかが不明である。

＜意見＞文書の一部を次のように修正してはいかが
か。
　～民生委員児童委員をはじめ、地域福祉活動に取
り組む団体等に必要な情報を提供するほか、住民に
活動団体等への参加を促すとともに、団体の活動の
活性化に向けた支援を行います。

＜質問①＞「見守り」は、民生委員児童委員をはじ
めとするすべての方を考えています。

＜質問②＞地域福祉活動に対し、住民の参加と
団体の活動の活性化を支援することを意図してい
ます。

　御意見を踏まえ具体的な内容となることから、次
のとおり修正します。
～民生委員児童委員をはじめ、地域福祉活動に
取り組む団体等に必要な情報を提供するほか、住
民に活動への参加を促すとともに、団体の活動の
活性化に向けた支援を行います。

健康・
福祉
部会

福祉相談
課

－4－



通
番

資料
番号

該当箇所
見出し等

委員からの質問・意見等 回答（修正有無の理由）
担当
部会

担当課

17 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱1「地域福祉」
中柱1「地域共生社会の構築」
小柱3「担い手の育成と支援」

＜意見＞文書の一部を次のように修正してはいかが
か。
　～担い手を育成するため、住民に対する情報の提
供や～

＜質問＞後段の「専門的な人材の確保と育成」は、市
の職員としてなのか、その他のことなのか。

＜意見＞御意見のとおり、具体的な内容となること
から修正します。

＜質問＞民間の団体や事業所等の人材を想定し
ています。

健康・
福祉
部会

福祉相談
課

18 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱1「地域福祉」
中柱1「地域共生社会の構築」
小柱4「福祉サービス利用者の権
利擁護」

＜意見＞文書を次のように修正してはいかがか。
　高齢者、障害者、子育てや介護をしている人など
に、適正な福祉サービスを提供するとともに、福祉
サービスを利用する方々の権利を擁護するための仕
組みづくりを検討します。

　御意見を踏まえ具体的な内容となることから、次
のとおり修正します。
高齢者、障害のある人、子育てや介護をしている
人などに、適正な福祉サービスを提供するととも
に、福祉サービスを利用する方の権利を擁護する
ための仕組みづくりを検討します。

健康・
福祉
部会

福祉相談
課

19 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱1「地域福祉」
中柱2「生活困窮者等への支援」
小柱1「相談体制の充実」

＜意見＞文書の一部を次のように修正してはいかが
か。
　～社会福祉協議会などの関係機関と連携し、日常
生活における～相談体制を整えます。

　御意見を踏まえ具体的な内容となることから、次
のとおり修正します。
～社会福祉協議会などの関係機関と連携し、日常
生活における～相談体制等を整えます。

健康・
福祉
部会

福祉相談
課

20 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱1「地域福祉」
中柱2「生活困窮者等への支援」
小柱2「自立と生活の支援」

＜意見＞文書の一部を次のように修正してはいかが
か。
　～助言を行うとともに、関係機関と連携し、生活困窮
者等の自立～

　御意見のとおり、具体的な内容となることから修
正します。

健康・
福祉
部会

福祉相談
課
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通
番

資料
番号

該当箇所
見出し等

委員からの質問・意見等 回答（修正有無の理由）
担当
部会

担当課

21 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱2「子育て支援・青少年育
成」
中柱1「子どもたちが健やかに育
つ環境整備」
現状と課題

　本市における児童虐待の相談件数は増加傾向にあ
ると、記載されていますが、相談件数の推移、相談内
容の集計などは、公開していますか。
　なお、2016.11月広報に平成27年度の通告件数が記
載されていますが、表の（　　）の数値は何を示してい
ますか。（こども未来課担当です。）ご指導いただけた
らと思います。

　市ホームページの「Ｓｔｏｐ！児童虐待」の中で、
平成２６年度から令和元年度までのこども未来課
及び家庭児童相談室で受けた相談件数と児童虐
待相談件数の内訳を公開しております。
　また、２０１６年１１月広報の（　）の数値につきま
しては、児童虐待のあった通告件数（世帯数）を示
しています。
　今後も、わかりやすい表記となるよう努めてまい
ります。

健康・
福祉
部会

こども未来
課

22 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱2「子育て支援・青少年育
成」
中柱1「子どもたちが健やかに育
つ環境整備」
小柱2「特別な配慮が必要な子ど
もへの支援」

＜質問＞「障害の有無に関わらず、」という出だしは突
飛な感じがする。削除するか、もう少し意図のわかる
表現にすべきではないか。

　より分かりやすい内容とするため、「育成保育な
どの充実に努め、障害の有無に関わらず、子ども
の個性を認め、その子の持つ力や可能性を～」に
変更します。

健康・
福祉
部会

こども未来
課
保育課

23 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱2「子育て支援・青少年育
成」
中柱1「子どもたちが健やかに育
つ環境整備」
小柱3「地域の中の子どもの居場
所づくり」

＜質問＞「児童館や公園」が子どもの居場所や遊び
場の代表的な例示となっているが、整備・確保する計
画があるのだろうか。「整備・充実」程度にした方がよ
いのではないか。

　より分かりやすい内容とするため、御意見のとお
り修正します。

健康・
福祉
部会

こども未来
課

24 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱2「子育て支援・青少年育
成」
中柱1「子どもたちが健やかに育
つ環境整備」
小柱4「子どもが成長するための
活動の支援」

＜質問＞「地域資源」とは何を指すのかが不明であ
る。いくつか例示を記載すべきではないか。

　より分かりやすい内容とするため、御意見を踏ま
え、該当部分について下記のとおり修正します。
　「地域団体による活動やイベントなどの地域資
源」へ修正。

健康・
福祉
部会

こども未来
課
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通
番

資料
番号

該当箇所
見出し等

委員からの質問・意見等 回答（修正有無の理由）
担当
部会

担当課

25 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱2「子育て支援・青少年育
成」
中柱2「子育て家庭を支えるため
の環境整備」
小柱1「全ての子育て家庭を支え
る環境づくり」

＜意見＞文書を次のように修正してはいかがか。
子育てにかかわる人のために、わかりやすい情報提
供と相談体制の更なる充実に努めます。また、医療費
などの子育てに係る経済的負担を軽減するため、引
き続き、手当や助成を行います。

 　子育てにかかわる人の他、子育てを支援する方
についても、支援が必要な方へ情報提供をするな
ど、情報を受け取れる環境を充実する必要があり
ますので、　「子育てに関する情報を必要とする人
に、わかりやすい情報提供と相談体制の更なる充
実に努めます。」という表記にさせていただきまし
た。

健康・
福祉
部会

こども未来
課

26 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱2「子育て支援・青少年育
成」
中柱2「子育て家庭を支えるため
の環境整備」
小柱2「地域における子育て支援
の充実」

＜意見＞後段は、何を言わんとしているか不明であ
る。記載内容を検討すべきである。

　より分かりやすい内容とするため、御意見を踏ま
え、後段について下記にとおり修正します。
　「また、地域の中で、子ども、保護者、高齢者の３
世代が、子育てを通じて交流することで、子どもに
とっては社会性や協調性を育み、保護者にとって
は子育てを学び、高齢者にとっては生きがいを持
てるよう世代間交流を通じた子育て支援を推進し
ます。」

健康・
福祉
部会

こども未来
課
保育課

27 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱2「子育て支援・青少年育
成」
中柱2「子育て家庭を支えるため
の環境整備」
小柱3「子どもの安全・安心な環
境づくり」

＜意見＞前段は、「子どもの」ではなく「すべての人」を
対象としている記載なので、この章ではなく第１章に
なってしまうのではないか。記載内容を検討すべきで
ある。

　より分かりやすい内容とするため、御意見を踏ま
え、前段の始りの文章については、下記のように
修正させていただきます。
「子どもや子育て家庭が、」へ修正。
　

健康・
福祉
部会

こども未来
課

28 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱2「子育て支援・青少年育
成」
中柱3「幼児期等の教育と保育の
充実」
小柱1「幼児期等の教育・保育の
充実」

＜意見＞文章になっていないし、何を言わんとしてい
るか不明である。どのような方向で充実したいのか、
記載内容を検討すべきである。

　分かりやすい内容とするため、「幼児期の教育・
保育の充実のために、保育所等の整備などにより
待機児童の解消を図るとともに、保育の質を確保
しつつ、保育サービスの拡充などに努めます。
更に、小学校就学後も安心して児童を預けること
ができるよう、放課後児童クラブの拡充に努めま
す。」に変更します。

健康・
福祉
部会

保育課
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通
番

資料
番号

該当箇所
見出し等

委員からの質問・意見等 回答（修正有無の理由）
担当
部会

担当課

29 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱2「子育て支援・青少年育
成」
中柱3「幼児期等の教育と保育の
充実」
小柱2「ライフスタイルに応じた子
育て支援の充実」

＜誤字・脱字＞
延長保育事業

　他の記述に合わせ、「延長保育事業」に変更しま
す。

健康・
福祉
部会

保育課

30 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱2「子育て支援・青少年育
成」
中柱3「幼児期等の教育と保育の
充実」
小柱3「質の高い教育・保育の提
供」

＜意見＞文書の一部を次のように修正してはいかが
か。
～資質向上を目指す研修を推進するとともに、安定し
た雇用により人材の確保を図るため処遇の改善など
に努めます。

　より分かりやすい内容とするため、「～資質向上
を目指す研修を推進するとともに、安定した雇用に
より人材の確保を図るため処遇の改善などに努め
ます。」に変更します。

健康・
福祉
部会

保育課

31 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱2「子育て支援・青少年育
成」
中柱4「青少年の健全育成の充
実」
小柱1「青少年健全育成体制の
整備」

＜意見＞文書を次のように修正してはいかがか。
青少年健全育成に関する市民への啓発、関係団体へ
の助成及び支援、学校、事業所などとの連携による
「青少年を守り育成する家」の増設など、地域全体で
青少年健全育成を進めるほか、青少年が抱える課題
を把握し、必要な支援の検討を行います。

　より分かりやすい内容とするため、御意見のとお
り修正します。

健康・
福祉
部会

こども未来
課

32 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱2「子育て支援・青少年育
成」
中柱4「青少年の健全育成の充
実」
小柱3「非行防止活動の推進」

＜意見＞文書の一部を次のように修正してはいかが
か。
青少年が抱える課題を把握し、関係団体、学校、事業
所などと連携するとともに市民の理解を得ながら、地
域全体で～

　より分かりやすい内容とするため、御意見のとお
り修正します。

健康・
福祉
部会

こども未来
課

33 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱3「高齢者支援」
中柱1「健康で活躍できる地域社
会の推進」
小柱1「健康づくりと生きがいづく
りの推進」

＜意見＞市役所内部のことであり、当然に連携すべ
きことなので、「関連各課と連携して」という記載は不
要ではないか。

　御指摘のとおり削除いたします。
健康・
福祉
部会

長寿はつら
つ課
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番
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見出し等

委員からの質問・意見等 回答（修正有無の理由）
担当
部会

担当課

34 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱3「高齢者支援」
中柱1「健康で活躍できる地域社
会の推進」
小柱2「介護予防と生活支援の推
進」

＜意見＞誰が行う情報提供や予防活動を支援するこ
とになるのか。互助の生活支援の活動とは、どのよう
なものなのか。
　そのことも記載した方がよいのではないか。

・市として、介護の状態になることを予防するため
の情報提供や、予防のための活動を直接・間接に
支援します。
・併せて、介護予防の地域活動グループなどのつ
ながりのある仲間同士で、一人暮らしの方の声掛
けや、買い物などの生活支援を行うなどの、お互
い様の、生活支援の活動づくりをすすめます。

　と具体的な表現に修正します。

健康・
福祉
部会

長寿はつら
つ課

35 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱3「高齢者支援」
中柱1「健康で活躍できる地域社
会の推進」
小柱3「社会参加と就業の支援」

＜意見＞文書の一部を次のように修正してはいかが
か。
～シルバー人材センターの活動がより一層充実したも
のとなるよう支援します。また、～

＜質問＞「元気高齢者による生活を支援するサービ
スの事業化」を行うのは、シルバー人材センターでよ
いのか。

　分かりやすい表現となるため、御指摘のとおり修
正いたします。

　シルバー人材センターによる事業化ではなく、元
気高齢者による、生活の支援活動を、NPO活動な
ど事業化することを想定しております。

健康・
福祉
部会

長寿はつら
つ課

36 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱3「高齢者支援」
中柱2「自立のためのサービスの
確立」
小柱1「介護保険制度の円滑な
運用」

＜意見＞文書の一部を次のように修正してはいかが
か。
～制度の周知及び理解の促進を図るため情報の提
供に努めるとともに、～

　分かりやすい表現となるため、御指摘のとおり修
正いたします。

健康・
福祉
部会

長寿はつら
つ課

37 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱3「高齢者支援」
中柱2「自立のためのサービスの
確立」
小柱2「介護サービスの充実」

＜誤字・脱字＞
拡充とともに

　誤字のため、御指摘のとおり修正いたします。
健康・
福祉
部会

長寿はつら
つ課
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番

資料
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委員からの質問・意見等 回答（修正有無の理由）
担当
部会

担当課

38 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱3「高齢者支援」
中柱3「安全・安心な生活ができ
る環境整備」
小柱2「暮らしやすい住まいづく
り」

＜意見＞市役所内部のことであり、当然に連携すべ
きことなので、「関係部署や」という記載は不要ではな
いか。

　御指摘のとおり削除いたします。
健康・
福祉
部会

長寿はつら
つ課

39 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱3「高齢者支援」
中柱3「安全・安心な生活ができ
る環境整備」
小柱3「権利擁護と尊厳の確保」

＜意見＞文書の一部を次のように修正してはいかが
か。
　～認知症の理解と対応について啓発する～

　分かりやすい表現となるため、御指摘のとおり修
正いたします。

健康・
福祉
部会

長寿はつら
つ課

40 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱3「高齢者支援」
中柱4「地域包括ケアシステムの
推進」
小柱1「地域包括ケア体制の推
進」

＜意見＞文書の一部を次のように修正してはいかが
か。
　～推進する活動団体を育成・支援し、同時に、介護
予防を進めること、在宅医療と介護の連携体制を確
立することなどによる地域包括ケアシステム～

　分かりやすい表現となるため、御指摘のとおり修
正いたします。

健康・
福祉
部会

長寿はつら
つ課

41 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱3「高齢者支援」
中柱4「地域包括ケアシステムの
推進」
小柱2「地域包括支援センターの
充実」

＜意見＞文書の一部を次のように修正してはいかが
か。
　～総合相談支援などにより、～

　分かりやすい表現となるため、御指摘のとおり修
正いたします。

健康・
福祉
部会

長寿はつら
つ課
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番

資料
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見出し等

委員からの質問・意見等 回答（修正有無の理由）
担当
部会

担当課

42 6-1

第2章「健康・福祉」
大柱4「障害者支援」
中柱1「共に生きる社会の実現」
小柱1「ノーマライゼーションの啓
発活動の推進」
小柱2「権利擁護の支援」

＜意見＞他の項でも「障害のある人」という表記を「障
害者」に修正したが、統一できないか。障害のある人
とない人はこれでもよいと思う。

　「障害者」という表記は、その人自身が障害であ
るという印象につながることから、その人が障害を
持ち、社会生活に制限を受けているという意味で、
「障害のある人」という表記としております。なお、
障害者手帳等の固有名詞については、「障害者」
と表記し、そのほかは、「障害のある人」に統一す
ることとします。

健康・
福祉
部会

障害福祉
課

43 6-1 その他

※全体的に統一した方がよいと思われること。
　センテンスを分けて内容が異なる記述をする場合、
後段の文書の頭に「また、」と接続詞を付する。
　市が主体なので、市と関係機関とが連携する場合な
どは、「市と関係機関とが連携し」ではなく「関係機関と
連携し」と表記する。
　機関名を記載する場合、「朝霞警察署」、「警察署」
又は「警察」と異なる表記が見受けられるので、「警察
署」に統一する。
　団体等を記載する場合、「朝霞市社会福祉協議
会」、「市社会福祉協議会」又は「社会福祉協議」と異
なる表記が見受けられるので、「社会福祉協議会」に
統一する。

　表記の統一を図るため、御指摘を踏まえ表記を
見直し統一してまいります。

総務
部会

政策企画
課
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担当
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担当課

44

第5回
審議
会か
らの
意見
に対
する
検討
結果
（資料

4
No16）

その他

　第５回審議会からの意見に対する検討結果（資料４
No16）の回答「第５次朝霞市総合計画の総論部分に、
人口推計について記載してまいります。」から、国は少
子高齢化、子供はますます減少、高齢者はますます
増加することから、このままでは、経済・財政・社会保
障は課題が山積みである。地方の自治体でも人口動
態は、政策の基本戦略と思います。この明確化によっ
て、個々の政策の重要度の凹凸が出ます。これを市
民が共有することが変化の激しい時代のあり方と思い
ます。
※また、時代の変化に対応して、政策もスクラップビ
ルドが不可欠と思います。（財政の面からも）それだけ
に、全員がまずこの人口問題をテーマに掘り下げるこ
とが重要と思います。

　少子高齢化が進展する状況において、御意見を
いただきましたとおり、将来人口の見通しを踏ま
え、施策を検討していくことが肝要であると考えて
おります。
　したがいまして、本市におきましても、後期基本
計画における人口推計については、第３回審議会
で提示し、御意見をいただいた上で、施策の検討
を進めてまいりました。その後、最新の人口実績
値が得られたことから、人口推計の時点修正を行
い、資料６－３後期基本計画序論（案）に記載しま
した。今回お示しした後期基本計画（素案）は、序
論（人口推計を含む）を踏まえて、施策検討を行っ
たものです。

総務
部会

政策企画
課

－12－


